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はじめに

❶「国占め」神話の全体的特徴

❷「国占め」の食膳儀礼

❸「国占め」のための勧農行事

むすびにかえて

　小稿は，石母田正氏の研究を踏まえながら，『播磨国風土記』の地名起源説話にみえる「国占め」
神話に光りをあて，その前提にある祭祀儀礼の中身と，古代の地域社会の実像解明に迫ることにし
た。その考察結果は，つぎの通りである。
　まず「国占め」神話は，『出雲国風土記』の「国引き」神話のような広大な領域の支配に関わる神
話ではなく，事実上，村の「土地占め」神話と理解される。それは古代の族長層が，その土地（ク
ニ）内部に住まう人（農民）たちを支配するためおこなっていた定期的な祭祀儀礼の中身を反映し
たものであった。
　史料から読み取れる具体的儀礼の中身としては，1 つに，春先の稲作の予祝行事の一環として族
長がその土地に杖を衝き立て，支配権と勧農権の可視的確認をおこなうセレモニーがあった。また
5 月の初夏の頃，「クニ」内部の農民たちを祭場に集め，彼らに対して，シカの血を付した「斎種」
を分与，下行する勧農行事があった。さらに 3 つ目として，前 2 者の行事を前提として，秋の収穫
期になると，見晴らしのよい高台などにおいて，神がかりした族長がその「クニ」の農民たちが作
り，差し出した「飯」を食し，それを通じて人々に対する支配権を社会的に誇示・確認する行事が
あった。
　旧来の古代村落論では，村ごとの祭りのあり方をめぐり，儀制令春時祭田条などの史料にもとづ
き，「村

むらのおびと

首」や「社
やしろのおびと

首」などの族長層の祭り（季節的には春の祭り）の準備過程における経済的収
取活動，あるいは祭礼の共同飲食の場への参加などの問題に関心が寄せられてきた。しかし風土記
の「国占め」神話に眼を向けてみると，支配や領有関係を可視的に確認・強化させる目的の農耕祭
祀儀礼そのもの，しかもそれが複数存在していたことが浮かび上がってきた。
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